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P-1
(作品発表) ２色覚及び3色覚を基点としたカラーアート作品のためのプロトタイプ 細貝将太(九州大学大学院)

P-3 色再現における原色の半値幅が二色覚と異常三色覚の色名応答に与える影響 井下大樹(九州大学大学院), 村谷つかさ, 須長正治

P-5 色名の心内表現と想起に要する時間との関係 長内清春(北海道大学大学院), 楠本晴樹, 懸田孝一,
川端康弘

P-7 Macula Pigment Optical Density in Thai Sample Uravis Tangkijviwat (Color Research Center,
RMUTT),Siriwan Arjphaiwan

P-9 照明光の分光分布の違いによるBezold-Brücke効果の検討（第二報） 田所直人(山形大学大学院), 山内泰樹, 川島祐貴

P-11 カラーマッチングによるベンハム主観色の測定 光廣可奈子(立命館大学), 北岡明佳

P-13 メラニン・ヘモグロビンの状態が自身の肌の透明感認識に与える影響：色素変調
画像を用いた評価

五十嵐崇訓(花王株式会社スキンケア研究所), 川岸明
菜

P-15 配色を考慮した課題のパフォーマンス評価、服飾系大学における取組み 水越綾(杉野服飾大学)

P-17 アイコンの識別性における色彩の効果 浅野晃(関西大学), 稲垣風香

P-19 インテリアにおける色彩調和の検討
－ソファとラグの配色－

山下健(椙山女学園大学), 加藤千穂, 山縣亮介, 石
原久代

P-21 屋外暴露した建築外装用木材の表面色変化 土屋潤(九州大学大学院), 佐藤孝

P-23 イメージスケールを用いた地域景観の言語的特徴と色彩的特徴の考察 谷川敬介(名城大学), 山下遼真, 金航, 川澄未来子

P-25 The representative color of essential oils extracted from Thai
Flowers

Chanida Saksirikosol (Color Research Center,
RMUTT), Kitirochna Rattanakasamsuk,
Chanprapha Phuangsuwan, Yanika Jaitieng

P-27 色彩学の各種理論に基づく配色教材の提案その３：配色を楽しく学ぶカルタと
カード

岸本渚(大阪市立大学), 酒井英樹, 稲葉隆, 山下明
美

P-2 異常三色覚シミュレーションにおける色と意味語の対応 中村優里(立命館大学), 篠田博之

P-4 Investigating Color Appearance Effects on Dichromats' Visual Search
Performance

Hector A. Palomo (Kyushu University),
Tsukasa Muraya, Shoji Sunaga

P-6 単色への好ましさと瞳孔径の関連について 西野結芽(北海道大学大学院), 川端康弘

P-8 Chromatic induction based on opponents and complementary theories
Chanprapha Phuangsuwan (Color Research
Center, RMUTT), Janejira Mepean, Mitsuo
Ikeda, Miyoshi Ayama, Yoko Mizokami

P-10 現実表面の材質認知における深層画像統計量の役割 張嫣(東京大学大学院), 尾島杏佳, 本吉勇

P-12 抽象画の色彩選好に関わる色彩特徴 ～機械学習モデルによる解析～ 花田郁斗(東京工業大学), 永井岳大

P-14 画像解析による毛穴の測色方法およびその要因解析 大槻理恵(花王株式会社スキンケア研究所), 五十嵐崇
訓, 吉田健一郎, 内山雅普

P-16 Color analysis of Chinese Hani nationality's clothing 孙瑜璇(Renmin University of China), 鄭暁紅

P-18 ストレス時における意識的な色彩活用の調査 菊谷敬子(北海道大学大学院), 川端康弘

P-20 車室内照明空間における感情分析のための心理・生体計測 平田泰士(名城大学), 周逸竹, 川澄未来子, 井坂琉
那, 野倉邦裕,

P-22 メタバース上のコミュニケーションにおけるプロクセミクスと照明色の関係につ
いて Zhu Tao (東京造形大学), 粟野由美

P-24 食空間における照明光が与える空間の快適性、食物の見え方の好ましさに関する
研究 多色で構成されるサラダを対象として 向山恵介(九州大学大学院), 大井尚行, 土屋潤

P-26 色覚の主観性と多様性を学ぶ色彩教育プログラム提案に向けた教材の制作 藤井俊貴(九州大学大学院), 村谷つかさ, 須長正治

P-28 ビジネス文書における配色スキーム - 直感的な状況理解を促す色彩効果の研究 田中健嗣(日本オラクル株式会社), 粟野由美

2024年6月30日(日) D会場：531教室（5号館3階）

＊発表時間のグループ分けは，ショートプレゼンテーションのグループとは異なります．

ポスター発表　 P-a : 9:15-10:30

ポスター発表　P-b: 9:15-10:30

日本色彩学会第 56 回全国大会［米沢］ '25
実行委員長　山内 泰樹（山形大学大学院） 

　日本色彩学会第 56 回全国大会［米沢］ '25 は
2025 年 6 月 7 日（土），8 日（日）に山形大学米
沢キャンパスにおいて開催いたします．現在まで
に 70 件を超える発表申込があり，特別講演をは
じめ，例年同様各種の計画を進めています．
　今回は緑も美しい 6 月上旬の米沢開催となり
ます．お繰り合わせのうえ交流会も含めご参加い
ただきますようご案内いたします．
　なお，大会の詳報は学会ホームページに順次掲
載しますのでご確認ください．

■ 会期：2025年（令和 7年）6月 7日 ( 土 ) － 8日 （ 日 ）
■ 会場：山形大学米沢キャンパス　〒 992-8510 山形県米沢市城南 4-3-16
　　　　　https://www.yz.yamagata-u.ac.jp/access/
　　　　　JR東日本「米沢駅」下車　車で 10 分

◇ 特別講演：奥泉 和也氏（クラゲで有名な鶴岡市立加茂水族館館長）
◇高校生イベント
　未来の色彩学研究を高校生にアピールするため，以下のイベントを企画しています．
・高校生セッション：高校生による色彩に関する自由な研究発表・討論を行います．
・高校生ワークショップ：色彩の基礎を知るため，チュートリアルとワークショップを兼ねて
　　　　　　　　　  スペクトルビューワの制作実習を行います．

■参加費： 会員種別 交流会費
正会員・賛助会員 8,000円 (  7,000円) 5,000円
学生会員 4,000円 (  3,000円) 4,000円
一般非会員 16,000円 (14,000円) 5,000円
学生非会員 8,000円 (  6,000円) 4,000円
中･高校生/専門学校生 500円 (     500円)   ―

登壇者
聴講者（非登壇者）
　　　　　　 とも

参加費  (前納参加費)

　　　　　	 　　　＊交流会ではアルコール飲料が提供されます．中 · 高校生等，20 歳未満の方の交流会への参加はできません．

◆ 企業展示・広告募集
　展示・広告掲載（ＷＥＢサイト，大会予稿集）いただける企業を募集しています．展示については，大会
会場に設置されたブースにおいて製品紹介やデモンストレーションなどを行っていただきます .　展示要項・
展示費用，広告要項・費用等の詳細については追ってご案内（ホームページ）いたします．

＜問合せ先＞
　第 56 回全国大会実行委員会：zenkoku2025@color-science.jp
　学会事務局：Tel&Fax 03-5913-7079
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　2024 年 2 月 7 日
特集号担当編集委員長　髙橋晋也

論文募集（更新版）  Call for Papers (Revised)
色彩と心理（Color and Psychology）

　日本色彩学会論文誌編集委員会では，日本色彩学会論文誌（Color Science Research）の第 3 巻 2 号（2025 年
9 月 30 日発行予定） において，論文特集「色彩と心理（Color and Psychology）」を企画しています．つきまして
は，特集号に掲載する論文（原著論文，研究速報，研究資料）を募集いたします．皆様からのご投稿をお待ちし
ております．

主旨
　印刷，発光はじめ各分野の色彩技術の進歩とともに，私たちの暮らしは彩り豊かになりました．それとともに，
身の回りの色が自他を含めた人間の心理や行動に及ぼす影響への関心が，社会的にも学術的にも高まってきてい
ます．これは，色を “ 原因 ” と位置づける色彩心理の話題といえます．一方，眼に入る光の性質が基となり私た
ちは色を見ます．この視点において色は “ 結果 ” ですが，その過程には様々な環境要因や主体要因との相互作用
があり，「どのように色が見えるか」という問題も色彩心理の重要な話題です．この二つの色彩心理の視点は，こ
れまで応用研究・基礎研究の立場から独立に追究され，交じり合う機会に恵まれませんでした．今回，両者の統
合可能性（言わば「光から行動までの色彩心理学」）を探るための第一歩として，また誰しもが関心をもつ色彩心
理の様々な話題を領域横断的に議論する場を設けるため，論文特集「色彩と心理（Color and Psychology）」を企
画します． 

対象とする領域・分野・テーマ
　「色がどのように見えるか」という問題に関連する研究課題として，錯視，同化対比，順応，弁別・類似度，恒常性，
色の見えのモード，色カテゴリーなどが想定されます．また「色が人に及ぼす影響」という問題に関連する研究
課題として，生理的影響，感情・感性，イメージ・連想，学習・記憶，意思決定，知的課題遂行，対人印象，スポー
ツ，購買・飲食，流行・文化，行動変容など広範な話題が想定されます．さらには古くから関心が寄せられてき
た色の異種知覚効果（大きさ，距離感，重さ，温冷感などへの影響），異種感覚相互作用（聴覚・味覚・嗅覚等と
のクロスモダリティ），色嗜好，色彩調和など，色と人の心理・行動にかかわる研究成果を幅広く募集いたします．

投稿論文の執筆と取扱い
　原著論文および研究報告は刷り上がり 10 ページを，研究速報は刷り上がり 4 ページを目安に執筆して下さい．
執筆要領は通常と同じです．査読も通常と同じ手続きで実施します．なお採録までの論文修正が複数回に及ぶ場
合や，採録論文数が多い場合には，論文誌第 4 巻 1 号以降の掲載になることがあります．採録論文は J-STAGE
と日本色彩学会ホームページから，オンラインにて公開（あるいは早期公開）されます．

投稿方法が 2025 年 2 月17日から変わります ！
　論文投稿・審査システム（Editorial Manager ®）を 2025 年 2 月 17 日より運用開始します．投稿に関する詳細は，
学会ホームページ上端の「刊行物」から，論文誌ポータルページ（https://color-science.jp/journal/）をご参照下
さい．

日本色彩学会論文誌公開ページ (J-STAGE)： https://www.jstage.jst.go.jp/browse/csr/-char/ja
日本色彩学会論文誌ポータルページ： https://color-science.jp/journal/
論文投稿クイックリファレンス： https://color-science.jp/gakkaishi/
投稿締切日： 2025 年 2 月 28 日（金）
掲載巻号： 論文誌 Vol.3，No.2（2025 年 9 月 30 日発行予定）
問い合わせ先： 日本色彩学会編集事務局（辻埜），Email: editor@color-science.jp




